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「近代」日本人の精神性：その「精神主義」的構図 
《以下の図の説明》 
上（Ａの領域）の○二つは左が社会（客体）右が自己(主体)。その二者が離れて

ゐる、即ち不満足(非客対化)的状態。そこからＢ（文学・芸術・宗教）への逃げ

込みが始まる。・・・「弱者の歪曲された優越意思」（ロレンス）と言ふ、洋の東

西を問はぬ人間が持つ普遍的な劣勢心理。 

 

 
  

文学（Ｂ：下部分）すらも文明開化の出

世主義（Ａ：上部分）のネガティーブな

吐け口になつてゐた。故に、二つの○が

交錯する満足状態になれば、救ひとして

求めたＢは不要となり、Ａ満足の幸福に

浸る。その意味で、「ぼくたち（日本人）

のうちに政治（Ａ：支配＝被支配の自己）

では救ひえぬどんな苦悩が存在してゐ

るといふのか」と言ふことになるのであ

る。元々Ｂ（文学・芸術・宗教）への救

出願望そのものが不純なるが故に。 


